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１．概要と特長 

  DAV1010 は C1000 シリーズの C-Bus モジュールです。 

  D1 ｼﾘｱﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ信号をｱﾅﾛｸﾞｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ信号（NTSC）に変換します。 

  SCφ、Hφの調整が可能です。 

 

２．構成 

  DAV1010 本体とｺﾈｸﾀﾓｼﾞｭｰﾙ RPB1007 により構成されます。 

   ・ DAV1010 本体 

      基板および補強を兼ねたｼｰﾙﾄﾞ板と一体化したﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙで構成されています。 

・ RPB1007 ｺﾈｸﾀﾓｼﾞｭｰﾙ 

   D1-SDI 入力用 BNC ｺﾈｸﾀ 1 個、NTSC 出力用 BNC ｺﾈｸﾀ 2 個、およびｱｸﾃｨﾌﾞｽﾙｰ 

   出力用 BNC１個が設置されています。 

      C1000 ｼﾘｰｽﾞのﾘｱﾊﾟﾈﾙに固定します。 

 

３．機能 

   1）D1 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ信号をｱﾅﾛｸﾞｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ信号（NTSC）に変換します。 

ﾘｱﾊﾟﾈﾙ図 

                  SDI IN    ACTIVE 

      SDI  入力→     ◎ ◎ ｱｸﾃｨﾌﾞｽﾙｰ出力 

 

 

                       NTSC  OUT 

      NTSC 出力→     ◎ ◎ ←NTSC 出力             

 

 

   ２）ｱﾅﾛｸﾞｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ信号を 2 分配できます。 

 

４．設置方法 

  １）C1000 ｼﾘｰｽﾞのｼｬｰｼにおいて予め使用するｽﾛｯﾄに RPB1007 を固定します。 

  ２）DAV1010 をｽﾛｯﾄに挿入し奥まで差し込みます。 

３）C1001 の使用時は抜け止め防止金具を起こします。 

  C1002 を使用時はﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙで各ﾓｼﾞｭｰﾙは固定されます。 
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5．調整 

    

１）ｶﾗｰﾌｨｰﾙﾄﾞ(CF)の設定 

SW1-   1 2 3 4 5 6 7 8 

Off Off Off Off Off Off Off CF 

SW1-8 は C1000 ﾌﾚｰﾑ REF.入力(JP1 下方時)の CF1 検出用ﾃﾞﾚｲ回路調整用です。 

(JP1SW1-1～SW1-7 は Off 固定にしてください。) 

出荷時は、基板毎に SW1-8 を On 又は Off に調整して、REF.入力と同相にしてあります。 

SW1- 8 を出荷時設定と反対にしますと(On の時は Off、Off の時は On)、REF.入力が CF1

の時 VBS 出力は CF3 になります。 

＊REF.入力を使用しない時は、CF1 は電源投入時(又は SDI 入力時)に定まります。 

２）DC off set と GAIN の調整。(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力信号 SMPTE CB) 

   最初に、ﾍﾟﾃﾞｽﾀﾙ ﾚﾍﾞﾙが DC 0V になるように VR8 を調整します。 

   次に GAIN が 1Vpp になるように VR6 を調整します。 

３）SCφ、Hφの調整 

出力ﾀｲﾐﾝｸﾞ基準 

SDI 入力のみの時  → SDI ﾃﾞｰﾀｰ 

  SDI に同期した B.B 入力を使用時 → B.B 入力 

 前面操作部の説明 

SC PHASE ﾎﾞﾘｭｰﾑ 

SC 位相の調整用 0°～360° 

H PHASE ﾛｰﾀﾘｰ SW  

H 位相の調整用 “COARSE” 16 ｽﾃｯﾌﾟ  1.185μs/ｽﾃｯﾌﾟ 

“FINE” 16 ｽﾃｯﾌﾟ  74ns/ｽﾃｯﾌﾟ 

   ４）SDI 入力と VBS 出力の H 位相関係 

基本的に 1H 遅れて出力 

a. SDI 入力に従って出力する時(SDI 基準) 
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B.B 入力に従って出力する時(SDI と同期している B.B 基準) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．特性 

１）入出力数    ｼﾘｱﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ信号         １入力 

          ｱﾅﾛｸﾞｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ（NTSC）         ２出力 

ｱｸﾃｨﾌﾞｽﾙｰ出力              １出力 

２）基本的電気特性 

SDI 入力信号 SDI  SMPTE259M（準拠） 

                270MHz     （D1 NTSC コンポーネント） 

             800mvpp ± 10% 

             75Ω BNC 不平衡 

 

ｱﾅﾛｸﾞｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ出力信号 

             １Vpp ± 10% 

             75Ω BNC 不平衡 

 

  ３)  消費電力   約 5.5W 
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